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時
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・
定

例
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報
告
･･････････････････････････････Ｐ
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P
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、Ｐ
6

◉
委

員
会

報
告
･･･････････････････････････････････････････Ｐ

4
～

P
5

◉
こ

こ
が

聞
き

た
い

！
一

般
質

問
　

1
6

名
登

壇
･････････････

P
7

～
P

1
5

◉
市

民
の

声
 

　「
4

月
か

ら
玉

陵
小

学
校

の
児

童
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

」 ････････
P

1
6

■
平

成
3

0
年

４
月

９
日

玉
陵

小
学

校
開

校
式

、翌
日

1
0

日
に

は
入

学
式

が
行

な
わ

れ
、4

0
名

の
新

１
年

生
を

迎
え

、全
児

童
数

2
9

9
名

と
な

っ
た

。

玉
名
市
マ
ス
コ
ッ
ト

「
タ
マ
に
ゃ
ん
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
よ
!!

中
を
見
て
ほ
し
い

に
ゃ
〜
ん
♪
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吉田 憲司
　現市民広場公園の空間の必要性、
高騰している建設費、規模、人口
や税収が減少する中での維持費、
約４千600人分の反対署名等を考
慮すると、再考するべき。同規模
で内部設備を充実した、現地建て
替えが望しい。

前田 正治
　子ども医療費助成で現
物給付への変更は一歩前
進となり、大いに評価する。
一方、待機児童解消より、
保育所民営化を先行さ
せることは容認できない。
就学援助入学準備金の入
学前支給は、難題ではな
く行政の姿勢が問題。

前田 正治
　税率改正で１人当たり
平均3千300円の増税に
なる。国保税の重税に苦労
し、生活必需品の値上がり
がある中での増税は、市民
のくらしに与える影響は
大きい。今までどおり一般
会計繰り入れを継続して
増税を行なうべきでない。

松本 憲二
　市民会館建設に関しては、財政
的な面からも公共施設等適正管理
推進事業補助金「補助率50％」等
を有効活用できるよう、文化セン
ターとの集約化・複合化をいま一
度立ち止まって検討すべきだと考
える。

近松惠美子
　工事を延期した場合に建設費が
どのくらい下がるのか、国からの
交付金がどの程度くるのか、見通し
は定かでない。これ以上延期すれ
ば、利用者の安全が確保できないし、
文化活動も後退させることになる。
駐車スペースが確保できたので、原
案に賛成である。

ٞୈ�߸ɹฏ��ࢢ໊ۄҰൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ��߸ʣ

Δ౼ؔ͢ʹࢉ࿈༧ؔۀࣄઃݐຽձؗࢢ

ٞୈ��߸ɹฏ��
ࢉ༧ܭҰൠձࢢ໊ۄ

ٞୈ��߸ɹฏ��ࢢ໊ۄ
ࢉ༧ܭಛผձۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ

私はこう考える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!える!!

ٞ൪߸ ٞɹɹɹҊɹɹɹ໊

議第1号 工事請負契約の変更について

■全会一致で承認・可決した議案

ୈ̎ճఆྫձʢ݄̏ʣ

ୈ̍ճྟ࣌ձʢ݄̍ʣ

์՝ࣇޙಐ݈શҭۀࣄ
ʢֶಐอҭʣ
̍ԯ����ສԁ

ఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄ
ʢฏ��݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ

̐ԯ����ສԁ

市
民
生
活
の
安
定

ఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄఱਫࢧॴपลࢪઃूԽۀࣄ
ʢฏʢฏʢฏʢฏ������݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ݄̓Φʔϓϯ༧ఆʣ

̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ̐ԯ����ສԁ

行
政

運
営の進化

ま
ちづくりの充実
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　平成30年第2回定例会は、2月26日から3月

26日まで開催。市長提出議案は、平成29年

度補正予算、平成30年度当初予算、条例制定、

人事案件など52件。各議案とも活発な審議を

行ない、市民会館建設関連予算には、修正動

議が提出されたが、全て原案どおり可決。人

事案件２件については、全員異議なく同意した。

　平成30年第１回臨時会は、１月12日に開催。

市長提出議案は、玉陵小学校屋内運動場建設

工事の契約変更についての１件。内容は掘削

土の処理方法の変更により849万６千907円

の増額となるもので、審議の結果、可決した。

老朽化した玉名市民会館

☞※現物給付が開始されると、医療機関での窓口払いが不要となる

玉陵小学校体育館

新しい市民会館
（完成予想図）

ۀࣄͲҩྍඅॿࢠ
̎ԯ����ສԁ

��݄ྍ͔Β˞ݱڅ։࢝༧ఆ

අࣄઃݐ
��ԯ����ສԁ
ʢฏ��༧ࢉʣ
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̦
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
と
そ
の
経
済
効
果
に

つ
い
て
。

"
平
成
28
年
度
に
蓮
華
院

誕
生
寺
奥
之
院
で
試
験
的
に

実
施
し
、
そ
の
実
績
を
見
て
、

市
外
か
ら
お
客
さ
ん
を
呼
び

込
む
目
的
も
あ
り
、
今
回
の

実
施
と
な
っ
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
代
は
、
出
演
者

の
協
力
も
あ
り
、
安
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
。

　

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

本
格
的
に
実
施
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
だ
が
、
実
行
委

員
会
に
旅
館
組
合
の
専
務
理

事
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
玉

名
温
泉
に
ど
の
く
ら
い
宿
泊

さ
れ
て
い
る
か
の
効
果
検
証

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒

に
開
催
し
て
大
々
的
に
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
玉

名
市
に
複
数
回
足
を
運
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
も
、
経
済
効

果
が
上
が
る
と
考
え
て
お
り
、

閑
散
期
に
開
催
し
た
。
ま
た
、

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
安

定
す
れ
ば
、
数
日
間
の
開
催

も
考
え
ら
れ
る
。

̦
大
河
ド
ラ
マ
に
関
し
て
、

ど
ん
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
か
。

"
１
市
２
町
い
だ
て
ん
地

域
振
興
協
議
会
で
は
、
１
市

２
町
の
一
体
的
な
盛
り
上
げ

に
つ
な
げ
る
た
め
、
土
産
物

や
の
ぼ
り
旗
に
つ
け
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
開
発
を
進
め
て
お

り
、
６
月
に
決
定
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
１
市
２
町
の
観

光
素
材
と
金
栗
氏
の
ゆ
か
り

の
地
を
結
ん
だ
観
光
ル
ー
ト

の
作
成
も
進
め
て
い
る
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

は
、
玉
名
青
年
会
議
所
か
ら
、

「
ぜ
ひ
や
り
た
い
」
と
の
話

が
あ
り
、
官
民
一
体
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

る
。
コ
ー
ス
取
り
を
、
既
存

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
延
長
か
、

新
規
で
コ
ー
ス
を
つ
く
る
の

か
が
考
え
ら
れ
る
。
金
栗
氏

が
和
水
町
三
加
和
地
区
か
ら

玉
名
高
校
（
旧
制
玉
名
中
学
校
）

ま
で
通
わ
れ
た
こ
と
や
、
晩

年
を
小
田
地
区
で
過
ご
さ
れ

た
経
緯
も
あ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
ゆ
か
り
の
地
を
結
ぶ

ル
ー
ト
設
定
も
考
え
ら
れ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
に
つ
い
て

は
、
和
水
町
で
は
金
栗
氏
の

歴
史
的
な
背
景
や
遺
品
を
展

示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
玉

名
市
で
は
、
番
組
を
模
し
た

セ
ッ
ト
や
撮
影
風
景
の
展
示

な
ど
番
組
の
世
界
観
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ド
ラ

マ
館
と
い
う
形
で
す
み
わ
け

を
考
え
て
い
る
。
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̦
災
害
時
優
先
電
話
と
は
。

"
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

公
衆
電
話
と
し
て
、
無
料
で

使
え
る
も
の
を
避
難
所
に
設

置
す
る
こ
と
。

◦
委
員
か
ら
の
意
見

キ
ラ
リ
か
が
や
け
玉
名
づ

く
り
応
援
事
業
に
つ
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

衰
退
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

̦
交
通
防
犯
対
策
費
の
内

容
は
。

"
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
破
損
の

修
理
、
消
え
た
区
画
線
の
引

き
直
し
、
転
落
防
止
柵
の
設

置
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
部
分

設
置
等
で
あ
る
。

̦
交
通
不
便
地
域
に
お
け

る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行
の
見
通
し
は
。

"
運
行
形
態
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

̦
現
在
の
レ
ジ
袋
タ
イ
プ

の
ご
み
袋
以
外
に
以
前
の
タ

イ
プ
の
ご
み
袋
を
作
成
す
る

の
か
。

"
大
袋
の
み
以
前
の
タ
イ

プ
を
７
月
を
め
ど
に
販
売
を

計
画
し
て
い
る
。

◦
委
員
か
ら
の
意
見

外
国
人
研
修
生
も
多
く
き

て
い
る
の
で
、
外
国
人
向

け
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ほ

し
い
。

̦
支
所
の
窓
口
業
務
で
、

昨
年
８
月
よ
り
職
員
を
中
心

に
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

以
前
と
比
べ
て
状
況
は
ど
う

か
。

"
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
業
務
が
で
き
て
い
る
。
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◦
災
害
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
際

に
、
市
民
広
場
公
園
が
な

く
な
る
と
支
障
が
出
る
と

思
う
し
、
４
千
６
０
０
筆

に
及
ぶ
署
名
の
重
み
を
大

切
に
、
慎
重
に
検
証
す
べ

き
。

◦
玉
名
市
の
人
口
規
模
か
ら

す
る
と
、
１
千
人
以
上
の

ホ
ー
ル
よ
り
、
８
０
０
席

と
３
０
０
席
の
ホ
ー
ル
は

必
要
で
あ
る
し
、
現
市
民

会
館
の
跡
地
も
広
場
に
な

る
の
で
、
一
日
も
早
い
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
建
設

す
べ
き
。
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̦
認
可
外
保
育
施
設
の
一

時
預
か
り
事
業
に
対
し
て
は

補
助
金
の
支
給
は
な
い
の
か
。

料
金
が
高
く
て
断
念
し
て
い

る
実
体
が
あ
る
の
で
は
。

"
施
設
の
利
用
者
に
対
し

て
認
可
保
育
所
と
の
保
育
料

の
差
額
は
助
成
し
て
い
る
が
、

一
時
預
か
り
事
業
に
対
し
て

の
補
助
は
し
て
い
な
い
。

̦
学
校
給
食
費
は
児
童
手

当
か
ら
徴
収
す
れ
ば
滞
納
も

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

"
受
給
権
者
の
申
し
出
に

よ
り
児
童
手
当
か
ら
徴
収
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
で
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

̦
保
育
士
の
確
保
は
ど
う
か
。

民
営
化
を
早
め
る
べ
き
で
は
。

"
広
報
紙
や
新
聞
広
告
に

掲
載
も
し
て
募
集
し
て
い
る

が
難
し
い
。
事
務
的
な
負
担

改
善
の
必
要
も
あ
る
。
将
来

的
に
は
玉
名
第
１
保
育
所
を

残
し
て
す
べ
て
民
営
化
す
る

予
定
。

̦
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
の
基
準
、
順
番
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

"
小
中
学
校
と
も
に
毎
年

10
基
ず
つ
今
後
10
年
程
度
を

か
け
て
行
な
っ
て
い
く
。
学

校
再
編
や
施
設
の
改
修
等
を

見
定
め
た
う
え
で
進
め
て
い

く
。

̦
玉
陵
小
学
校
区
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
が
始
ま
る
が
、

地
域
ぐ
る
み
で
行
な
っ
て
き

た
見
守
り
活
動
を
今
後
ど
う

す
る
か
、
協
議
は
持
た
れ
て

い
る
か
。

"
こ
れ
ま
で
同
様
、
自
宅

か
ら
バ
ス
乗
降
所
ま
で
の
見

守
り
や
声
か
け
の
活
動
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

̦
学
校
給
食
で
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
を
起
こ
し
た
事
例
は

あ
る
の
か
。

"
家
庭
と
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
栄
養
教
諭
で
献
立
表

の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー

の
症
状
が
出
た
こ
と
が
あ
る

が
救
急
搬
送
さ
れ
た
事
例
は

な
い
。

˙
ͦ
ͷ
ଞ

　

付
託
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い

て
は
、
全
員
一
致
で
継
続
審

査
と
決
し
た
。

૯ɹ
ɹ



จ
ڭ
ް
ੜ

平成30年
３月12・13日

開催

平成30年
３月16・19日

開催

ݐ
ઃ
ܦ
ࡁ

平成30年
３月14・15日

開催

▲心はやる音楽フェスティバル開演直前！（蓮華院誕生寺奥之院）
▲委員会で金栗四三氏の墓地を視察。整備方法など意見
を交わす。

▲スクールバスで元気に登校する玉陵小学校の児童たち（校内駐車場）

☞※ҕһؒ౼ٞͱ…	物事の賛否を問うのではなく、合意形成された結論を導くために委員同士が自
由な立場で対話する話し合いの手法（平成29年12月定例会より導入）
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質問答え質
問

全
国
的
に
「
増
え
続

け
る
高
齢
者
」「
減
り
続
け

る
財
源
と
マ
ン
パ
ワ
ー
」
が

課
題
と
な
る
中
、
平
成
��
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
予

防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事

業
は
、
各
市
町
村
に
よ
っ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、

シ
ス
テ
ム
に
違
い
が
あ
る
。

介
護
保
険
料
が
上
が
る
中
、

事
業
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
な

っ
た
自
治
体
も
あ
る
。
本
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え

現
在
、
本
市
で
取
り

組
ん
で
い
る
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
介
護
予
防
効
果
を
高
め

る
こ
と
、
地
域

の
結
び
つ
き
を

深
め
る
こ
と
、

地
域
人
材
の
活

用
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
新
た
に

「
通
い
の
場
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
事
業
内
容
は
、

地
区
公
民
館
等
に
お
い
て
週

１
回
開
催
と
し
、
軽
い
運
動

な
ど
を
行
な
う
ほ
か
は
各
地

区
の
自
由
と
し
て
い
る
が
、

年
１
回
、
健
康
測
定
と
健
康

講
話
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
公
民
館
の
開
閉
や
掃
除

等
運
営
の
中
心
は
、
こ
の
事

業
に
賛
同
さ
れ
た
地
域
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

担
っ
て
い
た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

玉
名
市
の

Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
、
サ
ッ
カ

ー
場
建
設
に
つ
い
て
の
市
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

̓ͷ質問ٞһ

吉田　憲司	･･････････････ 7ページ

古奥　俊男	･･････････････ 8ページ

德村登志郎	･･････････････ 8ページ

西川　裕文	･･････････････ 9ページ

坂本　公司	･･････････････ 9ページ

吉田真樹子	････････････ 10ページ

̔ͷ質問ٞһ

前田　正治	････････････ 10ページ

赤松　英康	････････････ 11ページ

城戸　　淳	････････････ 11ページ

田畑ひさよし	･････････ 12ページ

近松惠美子	････････････ 12ページ

̕ͷ質問ٞһ

北本　将幸	････････････ 13ページ

内田　靖信	････････････ 13ページ

多田隈啓二	････････････ 14ページ

江田　計司	････････････ 14ページ

松本　憲二	････････････ 15ページ

▲まだまだ元気で若々しく １・２・３・４!!

࢘ݑ�٢ా
（創政未来）

高
齢
化
社
会
に
伴
う
、
社
会
保
障
費

抑
制
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
た
に
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
通

い
の
場
事
業
」を
開
始
す
る

�৹ٞ݁Ռ
݅ɹɹɹɹ໊ ॴҕһձ ҕһձ݁Ռ ຊձٞ࠷ऴ݁Ռ

陳第１号 玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場の見直しを求める陳情 文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

ଓ৹ࠪܧ
（全会一致）

ٞ൪߸ ٞɹɹɹҊɹɹɹ໊
議第3号 平成29年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）
議第4号 平成29年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
議第5号 平成29年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第6号 平成29年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第3号）

議第7号 平成29年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第4号）

議第8号 平成29年度玉名市水道事業会計補正予算（第4号）
議第9号 平成29年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第4号）
議第10号 平成29年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第4号）
議第13号 平成30年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算
議第14号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計予算
議第15号 平成30年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算

議第16号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計予算

議第17号 平成30年度玉名市水道事業会計予算
議第18号 平成30年度玉名市公共下水道事業会計予算
議第19号 平成30年度玉名市農業集落排水事業会計予算

議第20号 玉名市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準
等に関する条例の制定について

議第21号 玉名市支所設置条例の一部を改正する条例の制定について
議第22号 玉名市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について

議第23号 玉名市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議第24号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第25号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第26号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例の制定について

議第27号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議第29号 玉名市保育所条例の一部を改正する条例の制定について

議第30号 玉名市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について

ฏ��ୈ̎ճఆྫձɹٞҊͷ৹ٞ݁Ռ
˙શձҰகͰঝೝɺՄܾͨٞ͠Ҋ

ٞ൪߸ ٞɹɹɹҊɹɹɹ໊

議第31号 玉名市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第32号 玉名市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議第33号 玉名市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議第34号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

議第35号 玉名市保健センター条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第36号 玉名市農業委員会委員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第37号 玉名市天水農村女性研修センター条例を廃止する条例の制
定について

議第38号 玉名市道路附属物自動車駐車場条例の一部を改正する条
例の制定について

議第39号 玉名市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
議第40号 玉名市公民館条例の一部を改正する条例の制定について
議第41号 玉名市図書館条例の一部を改正する条例の制定について

議第42号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議第43号 玉名市立小中学校運動場夜間照明施設条例の一部を改正
する条例の制定について

議第44号 玉名市立小中学校体育施設等使用料条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第45号 玉名市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例
の制定について

議第46号 普通財産の無償貸付けについて
議第47号 普通財産の無償貸付けについて
議第48号 普通財産の無償貸付けについて
議第49号 普通財産の無償貸付けについて
議第50号 市道路線の認定について
議第51号 教育委員会委員の任命について
議第52号 副市長の選任について
議第53号 工事請負契約の締結について

൱ͷ͔ΕͨٞҊࢍ˙

ٞɹɹҊ

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

赤
松　

英
康

古
奥　

俊
男

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

城
戸　
　

淳

西
川　

裕
文

嶋
村　
　

徹

内
田　

靖
信

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

福
嶋　

讓
治

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川　

和
博

中
尾　

嘉
男

田
畑
ひ
さ
よ
し ܾٞ݁Ռ

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
公
明
党
）

（
新
生
ク
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
自
友
ク
）

（
無
会
派
）

（
新
生
ク
）

（
無
会
派
）

（
共
産
党
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

議 第 2 号

平成29年度
玉名市一般
会計補正予算
（第10号）

議員提出修正案【歳入】【歳
出】市民会館建設事業関連
歳入歳出予算削除

××○○×××○○×××××○×○○××議長×
मਖ਼Ҋ൱ܾ
（賛7、反14）

原
案
可
決原案 ○○××○○○××○○○○○×○××○○議長○

ҊՄܾݪ
（賛14、反7）

議第11号 平成30年度玉名市一般会計予算 ○○○○○○○○○○○○○○×○○×○○議長○
ҊՄܾݪ

（賛19、反2）

議第12号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特
別会計予算 ○○○○○○○○○○○○○○×○○×○○議長○

ҊՄܾݪ
（賛19、反2）

議第28号 玉名市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○×○○×○○議長○

ҊՄܾݪ
（賛19、反2）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

ୈ̎ճఆྫձʢ݄̏ʣ

ਓɹɹɹࣄ
教育委員会委員の任命及び副市長の選任について同意しました。（敬称略）

ҭҕһձҕһ　森ڭ˒
もり

　信
のぶ こ

子　　　˒෭ࢢ　村
むらかみ

上　隆
たかゆき

之

ͳΘΕ·ͨ͠ɻߦఆྫձͷ一般質問݄̏̓ ɺ̔ ɺ̕ ͷ̏ؒʹΘͨΓظࠓ

こ͕ฉ͖͍ͨ
Ұ ൠ 質 問

こ
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

当
初
「
日
本
一
の
学

校
を
作
る
」「
校
舎
の
立
派

さ
で
も
な
い
」「
敷
地
の
広

さ
で
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
。
中
央
教
育
審
議
会
の

指
針
に
は
「
地
域
と
共
に
地

域
と
一
体
と
な
り
、
学
校
生

活
の
中
で
、
学
び
喜
び
楽
し

い
学
校
を
め
ざ
す
」
と
な
っ

て
る
が
、
玉
陵
小
学
校
の
教

育
一
貫
教
育
は
、
情
熱
の
あ

る
教
育
方
針
か
伺
う
。

答
え

こ
の
４
月
に
開
校
す

る
玉
陵
小
学
校
は
、
本
市
初

の
中
学
校
と
施
設
を
同
じ
く

す
る
施
設
一
体
型
の
小
中
一

貫
教
育
推
進
校
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に

小
学
校
と
中
学

校
の
教
職
員
が

互
い
に
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し

た
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
進

め
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し

た
学
校
教
育
が
実
現
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

玉
陵
小
・
中
学
校
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
が
、
郷
土
玉
名
、

郷
土
玉
陵
へ
の
誇
り
を
も
ち
、

こ
れ
ま
で
の
６
小
学
校
区
の

価
値
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
地
域
の
皆
様
と
共

に
、
玉
陵
校
区
を
一
つ
の
夢

を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

し
て
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

学
校
給
食

の
無
償
化
、検
査
資
格
を
有
す

る
職
員
配
置
に
つ
い
て
な
ど

質
問

近
年
、
増
加
傾
向
に

あ
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
免
許

証
返
納
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
移
動
手
段
の
少
な
い
高

齢
者
の
方
々
が
買
い
物
や
病

院
等
へ
行
く
と
き
な
ど
、
福

祉
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
運
行
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
え

廃
止
し
た
路
線
バ
ス

の
代
替
手
段
と
し
て
、
複
数

の
利
用
者
が
乗
り
合
っ
て
利

用
す
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

を
、
天
水
・
河
内
地
域
（
み

か
ん
タ
ク
シ

ー
）、
滑
石
・

岱
明
地
域
（
し

お
か
ぜ
タ
ク
シ

ー
）、
大
浜
・

横
島
地
域
（
い
ち
ご
タ
ク
シ

ー
）
の
３
つ
の
地
域
で
運
行

し
て
い
る
。

答
え

高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
福
祉
バ
ス
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
無
料
で

市
内
５
カ
所
の
市
営
温
泉
を

３
台
の
バ
ス
で
運
行
し
て
い

る
。
ま
た
、
交
通
機
関
の
利

用
が
困
難
な
独
居
又
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
対
し
医
療

機
関
へ
の
送
迎
を
行
な
う
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

情
報
発
信

に
よ
る
地
域
振
興
策
、
フ
リ

ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
整

備
に
つ
い
て

▲開校した玉陵学園

▲地域公共交通機関として利用されている「乗り合いタクシー」

࢘ຊ�ެࡔ
（新生クラブ）

Ԟ�ढ़உݹ
（新生クラブ）

小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
玉
陵
小
学

校
教
育
方
針
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
施
策
の
充

実
を
求
め
る
が
ど
う
か

小
学
校
と
中
学
校
が
施
設
を
同
じ
く
す
る
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
推
進
校
と
な
る

３
つ
の
地
域
で
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

を
運
行

質
問

本
市
が
実
施
し
て

い
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
は

平
成
��
年
度
、
償
還
払
い
方

式
か
ら
現
物
給
付
方
式
に
移

行
す
る
。
国
は
こ
れ
ま
で
現

物
給
付
方
式
に
科
し
て
き
た

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
、
未
就
学

児
を
対
象
に
廃
止
し
た
。
こ

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
分
の
財
源

は
少
子
化
対
策

拡
充
に
充
て
て

も
ら
う
こ
と
を

主
旨
と
し
て
い

る
が
、
ど
う
お

考
え
に
な
る
か
。
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
公
費
助
成
の
提
案
も
含

め
見
解
を
問
う
。

答
え

子
ど
も
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

は
廃
止
さ
れ
る
が
、
本
市
は

こ
れ
ま
で
償
還
払
い
だ
っ
た

の
で
財
源
が
浮
く
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、

少
子
化
対
策

の
拡
充
は
重

要
と
認
識
し

て
お
り
、
妊

娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で

の
子
育
て
支

援
体
制
「
母

子
包
活
支
援

セ
ン
タ
ー
・

学
童
保
育
」

の
充
実
に
努

め
る
。

答
え

ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
乳
幼

児
を
は
じ
め
子
ど
も
に
多
い

急
性
胃
腸
炎
。
予
防
接
種
法

に
よ
る
定
期
接
種
で
は
な
く
、

平
成
23
年
か
ら
任
意
で
の
予

防
接
種
に
な
っ
て
い
る
。
国

の
動
向
も
踏
ま
え
、
公
費
助

成
等
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

保
険
者
努

力
支
援
制
度
、
給
付
型
奨
学

金
、
新
婚
生
活
支
援
に
つ
い

て

子ども医療費の病院窓口払いゼロへ。ペナ
ルティー廃止で少子化対策拡充の考えは

妊娠期から子育て期までの切れ目
ない子育て支援体制の充実を図る

質
問

合
併
し
て
��
年
、
合

併
特
例
債
や
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
な
ど
合
併
し
た

市
町
村
に
対
す
る
財
政
上
の

優
遇
措
置
が
、
平
成
��
年
度

か
ら
な
く
な
る
が
、
そ
の
後

の
市
の
財
政
運
営
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
え

合
併
特

例
債
の
発
行
可

能
額
は
２
６
７

億
円
で
、
平
成

29
年
度
ま
で
に

道
路
橋
り
ょ
う
整
備
に
60
億

円
、
土
地
改
良
施
設
整
備
に

13
億
円
、
学
校
施
設
整
備
に

63
億
円
、
新
庁
舎
整
備
に
27

億
円
な
ど
を
発
行
し
た
。
平

成
30
年
度
ま
で
の
発
行
累
計

は
２
４
７
億
円
と
な
る
見
込

み
で
、
残
額
は
20
億
円
で
あ

る
。
普
通
交
付
税
の
合
併
算

定
替
は
、
新

市
で
の
算
定

額
と
1
市
３

町
が
合
併
し

な
い
と
仮
定

し
て
算
定
し

た
場
合
の
合

計
額
を
比
べ
、

多
い
額
を
普

通
交
付
税
の

額
と
し
て
上

乗
せ
さ
れ
る

も
の
で
、
こ

の
上
乗
せ
は

28
年
度
か
ら

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
、
33
年

度
に
は
な
く
な
る
。
今
後
も
、

自
主
財
源
の
確
保
と
充
実
を

図
り
、
普
通
交
付
税
減
額
に

耐
え
う
る
財
政
構
造
を
構
築

し
、
行
政
改
革
関
連
の
既
存

計
画
を
着
実
に
実
施
し
て
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
進

め
る
。

そ
の
他
の
質
問

各
種
市
の

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

財政運営の今後の見通しは

普通交付税減額に耐えうる財政構造を構
築し、行財政運営の効率化を進めていく

℄ଜ�ొࢤ
（公明党）

�༟จ
（新生クラブ）

▲合併して12年半、合併特例債で建設された庁舎

子ども医療費窓口無料化へ
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え質
問

大
河
ド
ラ
マ
の
舞

台
と
な
っ
た
地
域
に
は
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
、
莫
大
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
。
そ

の
核
と
な
る
の
が
ド
ラ
マ
館

で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
「
い

だ
て
ん
」
で
実
際
に
使
用
さ

れ
た
衣
装
や
小
道
具
な
ど
の

展
示
、
撮
影
風
景
の
再
現
な

ど
、
ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
体

験
で
き
る
「
大
河
ド
ラ
マ

館
」
を
建
設
し
、
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
施
策
が
必

要
だ
が
。

答
え

大
河
ド
ラ
マ
館
建
設

候
補
地
は
、
金
栗
四
三
氏
の

ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
既
存

の
体
育
館
や
教
室
、
運
動
場

等
を
有
効
活
用

で
き
る
「
小
田

小
学
校
跡
」
と

地
域
商
店
会
と

連
携
し
、
来
訪

者
へ
食
事
処
の
提
供
や
購
買

な
ど
を
促
す
こ
と
が
可
能
な

「
旧
庁
舎
跡
地
」
の
２
カ
所

を
挙
げ
て
い
る
。
今
後
は
、

さ
ら
に
双
方
の
建
設
費
用
や

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等

に
つ
い
て
検
証
し
、
早
い
時

期
に
最
終
候
補
地
を
選
定
す

る
。
ま
た
、
今
回
の
大
河
ド

ラ
マ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

を
一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、

ド
ラ
マ
終
了
後
も
地
域
へ
の

誘
客
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、

和
水
町
の
生
家
や
小
田
地
区

の
住
家
な
ど
を
結
ぶ
観
光
ル

ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

質
問

再
使
用
、
再
利
用
す

る
こ
と
を
リ
ユ
ー
ス
と
い
う
。

学
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
が
で
き

れ
ば
、
多
く
の
家
庭
に
と
っ

て
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
で

き
、
経
済
的
な
問
題
を
抱
え

る
家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど

も
た
ち
の
進
級
や
進
学
の
準

備
が
で
き
る
安
心
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
親
と
子
の
精

神
面
で
の
安
心
に
も
つ
な
が

る
。
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

と
の
協
力
関
係
と
い
う
視
点

も
含
め
、
行
政
と
し
て
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

答
え

一
部
の
学
校
で
、
卒

業
間
近
の
転
校
生
等
へ
の
制

服
の
無
償
貸
し

出
し
や
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
に
お
い

て
、
不
要
と
な

っ
た
制
服
や
カ
バ
ン
等
の
リ

ユ
ー
ス
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
保
護
者
の
横
の

つ
な
が
り
等
で
既
に
リ
ユ
ー

ス
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
行
政
が
主
体
と
な
っ
た

リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
、
物
品
の
譲
渡
や
販
売
で

利
益
が
伴
う
こ
と
や
、
個
人

が
所
有
す
る
物
品
の
在
庫
管

理
等
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
課
題

が
多
く
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
民
間
な
ど
で
取
り
組

ま
れ
た
方
が
適
切
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

税
滞
納
者

へ
の
対
応
、
職
員
の
対
応
に

つ
い
て

▲伊倉小学校での取り組み（平成30年３月末配付）

㖊ా�ਅथࢠ
（創政未来）

子
ど
も
の
学
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
に
つ

い
て
!!

金
栗
四
三
氏
の
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ

て
ん
」に
よ
る
観
光
振
興
を
！

市
が
主
体
と
な
る
の
で
は
な
く
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や

個
人
、民
間
団
体
に
よ
る
実
施
が
適
切
で
あ
る

大
河
ド
ラ
マ
館
を
核
に
、
観
光
誘
客

を
促
進
す
る

質
問

合
併
後
、
減
少
し
た

正
規
職
員
に
か
わ
り
、
非
正

規
職
員
が
正
規
職
員
と
同
様

の
業
務
を
行
な
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
非

正
規
職
員
の
通
勤
手
当
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
２
年
前
に

「
他
市
の
状
況
を
参
考
に
、

改
善
す
る
方
向
で
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
。」

と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
今
も
改

善
し
て
い
な
い
。

改
善
に
あ
た
り

何
が
問
題
で
、
い
つ
に
な
っ

た
ら
改
善
す
る
の
か
。

答
え

非
常
勤
職
員
の
通
勤

手
当
は
、
当
該
年
度
１
年
間

に
雇
用
さ
れ
る
者
に
つ
い
て

は
、
１
カ
月
の
実
勤
務
日
数

が
10
日
以
上
で
、
通
勤
距
離

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ

自
家
用
車
な

ど
の
交
通
用

具
を
利
用
し

通
勤
す
る
際

に
、
１
月
の

実
勤
務
日
数

に
１
０
０
円

を
乗
じ
た
額

を
支
給
し
て

い
る
。
正
規

職
員
の
通
勤

手
当
に
つ
い

て
は
、
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満
で
月
額
２
千

円
、
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
４

千
２
０
０
円
支
給
し
て
い
る
。

今
後
も
他
市
の
状
況
に
加
え
、

正
規
職
員
と
の
均
衡
を
図
り

な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

非正規職員（非常勤職員、臨時職員）の
通勤手当の改善を求めるがどうか

非正規職員の通勤手当は今後も調
査・研究していく

質
問

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
て
い
る
と
の
理
由
か

ら
有
料
化
を
検
討
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
な
ら

ば
無
料
の
方
が
い
い
と
い
う

意
見
が
大
多
数
だ
。
ま
た
、

有
料
化
す
れ
ば
、
通
勤
・
通

学
に
利
用
し
て
い
る
方
々
に

多
大
な
負
担
が

危
惧
さ
れ
る
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
余
裕
が
あ
る

な
ら
ば
無
料
を

継
続
で
き
な
い
か
、
見
解
を

伺
う
。

答
え

平
成
28
年
度
に
行
な

っ
た
駐
車
台
数
調
査
で
は
、

平
日
に
約
３
０
０
台
、
週
末

に
約
３
６
０
台
、
大
型
及
び

秋
の
連
休
時
に
約
４
０
０
台

の
駐
車
台
数
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度

は
、
さ
ら
に

駐
車
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、

既
存
の
駐
車

場
は
、
平
日

で
も
常
に
満

車
の
状
態
が

続
い
て
い
る
。

今
後
、
駐
車

台
数
が
不
足

し
、
さ
ら
に

駐
車
場
増
設

を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た

場
合
は
、
こ
れ
以
上
の
財
政

的
負
担
を
市
民
に
強
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
駅

設
置
の
経
緯
か
ら
、
協
力
頂

い
た
県
北
の
利
用
者
の
方
へ

の
利
便
性
を
考
慮
し
、
料
金

を
無
料
と
し
て
い
た
が
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
有

料
化
を
図
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

サ
ッ
カ
ー

場
建
設
、
子
ど
も
医
療
費
に

つ
い
て

新玉名駅駐車場、今後も無料を継
続できないか

受益者負担の観点からも有料化を
図りたい

▲４月から供用開始された新玉名駅西側駐車場

લా�ਖ਼࣏
（共産党）

▲年度初めで多忙な窓口

দ�ӳ߁
（市民改革クラブ）

ށ�३
（新生クラブ）

▲西郷どん　大河ドラマ館（鹿児島市立病院跡地）
　開館期間は１年間
　オープン38日目で来場者５万人を突破！
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

新
組
織
移
行
へ
の

事
業
確
認
は
す
べ
て
完
了
か
、

資
産
の
持
ち
寄
り
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
、
４
０
２
床
の

建
設
規
模
は
将
来
の
実
社
会

に
適
切
か
。
近
隣
１
市
４
町

で
合
併
後
１
万
１
千
３
百
��

名
の
人
口
減
少
の
現
実
、
さ

ら
に
今
後
急
速
に
人
口
減
少

の
加
速
が
予
想
さ
れ
る
が
経

営
は
成
り
立
つ
の
か
。
ま
た
、

医
師
不
足
が
問
題
視
さ
れ
る

が
、
優
秀
な
医
師
の
確
保
は

可
能
か
。
最
終
的
な
運
営
の

責
任
と
位
置
づ
け
は
。

答
え

公
立
玉
名
中
央
病
院

と
玉
名
地
域
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
双
方
の
協
議
が
最

終
合
意
に
至
り
、

４
月
１
日
に
経

営
統
合
の
予
定

で
あ
る
。
資
産

は
、
医
療
セ
ン

タ
ー
の
土
地
、
建
物
を
無
償

譲
渡
す
る
こ
と
で
基
本
協
定

書
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
病

床
数
は
、
将
来
の
人
口
推
計

や
高
齢
化
率
、
患
者
予
測
等

に
よ
り
４
０
２
床
と
さ
れ
、
病

院
経
営
は
長
期
的
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
安
定
し
た

黒
字
経
営
を
見
込
ん
で
い
る
。

医
師
の
確
保
は
、
県
や
熊
本

大
学
付
属
病
院
と
連
携
を
密

接
に
し
て
い
く
。
病
院
運
営

は
玉
名
市
・
玉
東
町
に
よ
る

新
法
人
が
独
立
採
算
制
を
基

本
と
し
た
運
営
体
制
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

市
有
財
産

の
管
理
と
有
効
活
用
、
定
住

促
進
策
の
あ
り
方
と
成
果
に

つ
い
て
な
ど

質
問

閣
議
決
定
さ
れ
た

「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
に

お
い
て
、
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
高
齢
者
へ
の
支

援
を
進
め
、
死
亡
事
故
減
少

を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

本
市
に
お
い

て
、
路
線
バ

ス
・
循
環
バ

ス
・
デ
マ
ン

ド
型
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
公

共
交
通
機
関

の
な
い
山
間

部
や
郊
外
で

は
、
免
許
証

を
返
納
す
れ

ば
、
通
院
も
で

き
ず
死
活
問
題

で
あ
る
。
返
納

を
促
進
す
る
た

め
本
市
独
自
の

対
策
が
急
務
だ
が
。

答
え

い
わ
ゆ
る
交
通
不
便

地
域
は
、
郊
外
を
中
心
に
広

く
点
在
し
て
お
り
、
ま
た
、

運
転
免
許
証
返
納
の
動
き
を

鑑
み
て
も
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

市
全
域
で
対
策
を
講
ず
る
た

め
、
事
例
研
究
や
手
法
等
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を

重
ね
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

既
存
の
公
共
交
通
機
関
と
の

役
割
分
担
等
に
も
十
分
に
配

慮
し
、
一
体
的
な
利
用
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

就
学
援
助

費
の
支
給
形
態
に
つ
い
て

▲建て替え予定の公立玉名中央病院

ా�༃৴
（自友クラブ）

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ま
も
と
県
北
病
院
機

構
の
新
病
院
建
設
と
新
組
織
は
ど
う
な
る
の
か

運
転
免
許
証
返
納
の
促
進
と
そ
れ
に

伴
う
対
応
に
つ
い
て

玉
名
市
と
玉
東
町
に
よ
る
新
法
人
が

独
立
採
算
制
に
よ
る
運
営
を
行
な
う

交
通
不
便
地
域
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に

一
体
的
な
利
用
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

質
問

高
齢
者
の
心
身
の

若
返
り
と
長
寿
化
が
進
ん
で

き
て
い
る
今
日
、
定
年
退
職

後
の
人
生
の
第
３
幕
を
生
き

る
た
め
の
学
び
の
場
、
そ
し

て
人
生
経
験
を
生
か
せ
る
社

会
参
画
の
場
が
必
要
と
さ
れ

る
。
地
域
に
は
、
介
護
職
や

保
育
士
に
限
ら
ず
人
手
不
足

で
外
国
人
労
働

者
を
求
め
る
声

も
あ
る
。
高
齢

者
で
あ
っ
て
も
、

経
験
や
知
識
を

生
か
し
条
件
次
第
で
は
年
齢

に
関
係
な
く
働
く
こ
と
も
で

き
る
。
生
涯
現
役
社
会
を
応

援
す
る
体
制
を
つ
く
ら
な
い

か
。

答
え

人
生
１
０
０
年
時
代

を
迎
え
、
退
職
者
世
代
が
社

会
参
画
し
、
経
済
活
動
に
も

参
画
で
き
る
仕
組
み
を
今
後

調
査
・
研
究

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

市
民
が
お
互

い
を
理
解
し

合
い
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
物

事
に
主
体
的

に
取
り
組
む

こ
と
の
で
き

る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て

い
る
。
例
え

ば
高
齢
者
の

働
き
た
い
ニ
ー
ズ
、
雇
い
た

い
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
シ
ン

ク
タ
ン
ク
的
な
仕
組
み
が
、

こ
れ
か
ら
は
必
要
と
考
え
る
。

高
齢
者
が
楽
し
く
長
寿
社
会

を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
仕

組
み
が
、
地
域
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
な
る

よ
う
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

地
域
活
性

化
策
、
岱
明
町
公
民
館
建
設

に
つ
い
て

１００歳時代に対応した施策を急ぐ
べきだがどうか

高齢者の社会参画や雇用のあり方
を調査・研究する

質
問

少
子
化
に
伴
う
人

口
減
少
が
進
む
中
、「
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
」

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
近
年
本
市
に

お
い
て
は
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を

お
考
え
か
伺
う
。

答
え

平
成
29

年
度
の
待
機
児
童
は
、
4
月

当
初
で
は
０
歳
児
３
人
、
１

歳
児
８
人
、
２
歳
児
１
人
の

計
12
人
。
年
度
末
に
は
０
歳

児
47
人
、
１
歳
児
10
人
、
２

歳
児
２
人
、
３
歳
児
１
人
の

計
60
人
に
な
る
見
込
み
で
、

前
年
同
時
期
よ
り
も
９
人
増

加
。
待
機
児
童
の
解
消
は
保

育
行
政
の
緊

急
課
題
と
し

て
認
識
し
て

お
り
、
玉
名

第
１
保
育
所

建
て
替
え
の

推
進
や
私
立

保
育
園
の
施

設
整
備
を
支

援
す
る
ほ
か
、

私
立
保
育
園

等
と
連
携
を

図
り
、
市
独

自
の
支
援
も

検
討
し
た
い
。

ま
た
、
地
域
型
保
育
事
業
を

導
入
す
る
た
め
、
今
後
、
市

の
認
可
等
の
ル
ー
ル
づ
く
り

も
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

公
共
施
設

適
正
配
置
計
画
、
政
策
形
成

能
力
向
上
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

待機児童解消に対する取り組みは

待機児童の解消は緊急課題。地域型保
育事業の認可等のルールづくりも進める

▲建て替えが急務の玉名第１保育所

ຊ�ক
（創政未来）

▲歴史博物館こころピア裏にある玉名高齢者
職業相談室

ۙদ�ዳඒࢠ
（新生クラブ）

ాാ�ͻ͞Α͠
（市民改革クラブ）
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問答え

〜 傍
聴のご案内 〜

議会
はど
なた
でも

傍聴
でき
ます
！

玉名
市政
につ
いて
活発
な

議論
が行
なわ
れま
す。

（場
所：
本庁
４階
　議
場）

質
問

統
廃
合
さ
れ
た
各

小
学
校
で
は
た
く
さ
ん
の
児

童
が
、
部
活
動
を
行
な
っ
て

い
た
。
ま
た
、
新
し
い
小
学

校
で
部
活
動
が
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
児
童

も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

な
ぜ
玉
陵
小
学
校
で
は
１
年

前
倒
し
で
部
活
動
を
廃
止
し

た
の
か
。
県
内
で
統
廃
合
さ

れ
た
小
学
校
で
、
今
ま
で
部

活
動
が
無
い
学
校
は
な
く
、

玉
陵
小
学
校
が
初
め
て
で
あ

る
。
児
童
・
保
護
者
の
方
が

大
変
心
配
さ
れ
て
い
る
。

答
え

平
成
29
年
度
、
玉
陵

中
学
校
区
の
六
つ
の
小
学
校

で
部
活
動
に
加
入
し
て
い
る

児
童
数
は
、
１

２
４
名
い
る
。

平
成
30
年
度
の

統
合
に
向
け
て
、

小
学
校
の
校
長

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
玉
陵

小
学
校
運
動
部
活
動
社
会
体

育
移
行
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
長
い
時
間
を

費
や
し
て
検
討
を
重
ね
て
き

た
。
こ
の
会
議
で
平
成
31
年

度
に
社
会
体
育
移
行
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
、
平
成

30
年
度
は
「
学
校
主
体
で
の

部
活
動
は
行
な
わ
な
い
」
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。
結
果

を
尊
重
し
、
市
と
し
て
は
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

農
業
振
興

に
つ
い
て

▲部活動が廃止となった玉陵小学校グラウンド

ଟాܒ�۾ೋ
（創政未来）

玉
陵
小
学
校
は
４
月
か
ら
部
活
動
は

で
き
る
の
か

玉
陵
小
学
校
運
動
部
活
動
検
討
委
員

会
の
決
定
を
尊
重
す
る

質
問

資
材
の
高
騰
や
人

手
不
足
に
よ
り
入
札
不
調
が

多
く
、
工
期
の
遅
れ
等
に
よ

り
、
合
併
特
例
債
が
５
年
延

長
さ
れ
る
よ
う
だ
。
熊
本
地

震
で
今
が
一
番
大
変
な
時
だ

が
、
２
〜
３
年
先
は
建
設
も

落
ち
着
く
と
聞
く
。
建
設
予

定
地
の
市
民
広
場
公
園
は
、

今
後
計
画
さ
れ

る
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
必
要
な
場

所
で
は
な
い
か
。

時
間
は
ま
だ
あ

る
。
音
楽
の
都
玉
名
に
ふ
さ

わ
し
い
市
民
会
館
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
え

建
築
物
価
は
下
が
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま

で
延
期
し
て
し
ま
え
ば
、
国

交
省
か
ら
す
で
に
決
定
を
受

け
て
い
る
交
付
金
、
約
７
億

円
を
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
ざ

る
を
得
な
く

な
る
。
不
確

定
な
事
柄
を

期
待
し
て
、

こ
れ
を
無
駄

に
は
で
き
な

い
。
現
市
民

会
館
は
老
朽

化
が
進
み
、

利
用
者
、
来

場
者
に
不
便

を
か
け
て
い

る
。
可
能
な

限
り
早
期
の

建
て
替
え
が

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
先
延
ば
し
す
べ
き
で

は
な
い
と
判
断
し
た
。
市
民

に
対
し
て
は
、
広
報
た
ま
な

で
お
知
ら
せ
し
た
が
、
さ
ら

に
報
告
会
を
開
催
し
、
丁
寧

な
説
明
を
重
ね
本
事
業
に
理

解
を
得
て
円
滑
な
推
進
を
図

り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

玉
名
第
１

保
育
所
建
設
に
つ
い
て

市民会館建設はこれでいいのか！！

建物も設備も老朽化し、早期建て替えが
望まれている。計画の延期は考えていない

質
問

市
役
所
で
の
各
種

証
明
書
交
付
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
、

身
近
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
、

い
つ
で
も
交
付
を
受
け
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
定
住
化
促

進
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
の
た

め
に
、
本
市
で

も
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
で

の
交
付
を
考
え

て
み
な
い
か
。

答
え

コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、

市
役
所
窓
口
で
発
行
す
る
住

民
票
・
印
鑑
証
明
等
が
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
早
朝
６
時
30
分
か
ら

深
夜
11
時
ま
で
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
県
内
で

は
、
熊
本
市
、

八
代
市
、
山

鹿
市
、
菊
池

市
、
宇
土
市
、

宇
城
市
、
益

城
町
が
運
用

を
開
始
し
て

い
る
。
導
入

費
用
約
２
千

万
円
程
度
と

維
持
費
が
年

間
約
５
０
０

万
円
〜
８
０

０
万
円
必
要

で
あ
る
。
し

か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

か
ら
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、

国
の
２
分
の
１
の
補
助
が
あ

る
平
成
31
年
度
ま
で
に
十
分

検
討
し
判
断
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

組
織
機
構

の
あ
り
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

各種証明書をコンビニ交付できな
いか

住民サービス向上のため各種証明
書のコンビニ交付を検討する

࢘ܭ�ాߐ
（無会派）

দຊݑ�ೋ
（自友クラブ）

▲市民会館建設予定地の市民広場公園

˙
α
ỽ
Χ
ồ

ݐ
ઃ

̦
付
帯
設
備
や
応
援
ス
タ

ン
ド
の
建
設
は
ど
う
す
る

の
か
。
中
体
連
等
の
大
会

を
誘
致
す
る
た
め
に
も
場

所
や
規
模
、
付
帯
設
備
に

つ
い
て
も
総
合
的
に
考
え

て
地
元
が
活
性
化
す
る
よ

う
な
施
設
と
す
べ
き
で
は
。

"
附
帯
設
備
は
整
備
す
る

が
、
市
民
サ
ッ
カ
ー
場
と

し
て
の
建
設
で
あ
り
常
設

の
ス
タ
ン
ド
は
想
定
し
て

い
な
い
。

̦
金
栗
記
念
広
場
の
ト

ラ
ッ
ク
を
４
０
０
メ
ー
ト

ル
に
拡
張
し
て
ト
ラ
ッ
ク

内
に
整
備
は
で
き
な
い
か
。

"
現
在
の
広
さ
の
2.1
倍
の

面
積
が
必
要
と
な
り
、
周

辺
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

困
難
と
判
断
し
た
。

˙
چ
ி
ࣷ


ར
༻

̦
玉
名
第
１
保
育
所
の
建

設
地
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

"
候
補
地
の
紅
葉
館
跡
地

は
旧
庁
舎
跡
地
同
様
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
安
全
対
策

を
十
分
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
他
の
候
補
地
に
つ

い
て
も
十
分
比
較
検
討
し

決
定
し
た
い
。

ެ
ڞ
ࢪ
ઃ

ݐ
ઃ
ಛ
ผ
ҕ
һ
ձ

平
成
30
年
２
月
16
日
開
催

ಛผҕһձใࠂ

▲旧庁舎跡地
玉名市マスコット
「タマにゃん」

６月定例会の予定

5月 28日㈪ 議会運営委員会

6月   4日㈪ 定例会開会

12日㈫ 一般質問

13日㈬ 一般質問

14日㈭ 一般質問

15日㈮ 一般質問（予備日）

18日㈪ 総務委員会

19日㈫ 建設経済委員会

20日㈬ 文教厚生委員会

26日㈫ 採決・定例会閉会
※都合により変更になることがあります。
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梅
林
小
学
校

坂さ
か
ぐ
ち口　

実
み
の
り

　

私
は
、
４
月
か

ら
玉
陵
小
学
校
の

児
童
に
な
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、ず
っ

と
過
ご
し
て
き
た
梅
林
小
と
お
別
れ
す
る

の
は
と
て
も
さ
び
し
い
で
す
が
、玉
陵
小
に

な
る
と
、新
し
い
校
舎
に
な
り
、友
達
の
数
も

増
え
る
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
す
。そ
し
て
、

一
番
最
初
の
６
年
生
に
な
る
の
で
み
ん
な
を

引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
と
は
、ち
が
う
と
こ
ろ

も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
こ
は
考
え

て
行
動
し
、み
ん
な
の
お
手
本
と
な
る
６
年

生
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

玉
名
小
学
校　

田た
ぼ
り堀�

蒼そ
う
た太

　

４
月
か
ら
、い
よ
い
よ
玉
陵
小
学

校
の
最
上
級
生
と
な
り
ま
す
。
下
級

生
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
生
活
し
、み
ん
な
か
ら

「
さ
す
が
６
年
生
」と
思
わ
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。一
番

楽
し
み
な
の
は
、６
小
学
校
か
ら
集
ま
る
た
く
さ
ん
の
人
と
友

達
に
な
る
こ
と
で
す
。
授
業
で
は
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
お

も
し
ろ
い
と
思
う
し
、自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
も

気
づ
け
る
学
習
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。ぼ
く
達
で
６
校

の
伝
統
や
よ
さ
を
受
け
継
ぎ
、玉
陵
小
の
よ
り
よ
い
伝
統
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

三
ツ
川
小
学
校

伊い
と
う藤�

颯そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　

今
ま
で
は
、
三

ツ
川
小
の
児
童

だ
っ
た
け
れ
ど
４

月
か
ら
は
、玉
陵
小
学
校
の
児
童
に
な
り
ま

す
。
大
勢
の
人
と
き
ん
ち
ょ
う
せ
ず
に
、話

せ
る
か
が
不
安
で
す
。で
も
、た
く
さ
ん
の
友

達
が
で
き
る
の
は
、楽
し
み
で
す
。
玉
陵
小

学
校
で
の
目
標
は
、友
達
を
増
や
し
て
、授
業

で
は
、自
分
か
ら
手
を
あ
げ
て
答
え
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
忘
れ
物
ゼ
ロ
、無
欠
席
、け
が

ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
も
め
ざ
し
た
い
で
す
。
ぼ

く
は
、６
年
生
と
な
り
、最
上
級
生
で
す
。
玉

陵
小
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、み
ん
な
で
力
を

合
せ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

月
瀬
小
学
校

髙た
か
き木　

麟り
ん

　

ぼ
く
は
今
、み

ん
な
と
楽
し
く

過
ご
し
て
き
た

月
瀬
小
学
校
で
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、玉
陵
小
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
月
瀬
小
は
、人
数
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、玉
陵
小
に
な
る
と
、

と
て
も
人
数
が
多
く
な
る
の
で
、月
瀬
小

で
や
っ
て
き
た
、自
分
か
ら
進
ん
で
発
表

す
る
こ
と
や
ピ
ン
・
ベ
タ
・
ジ
ー
の
姿
勢
で

が
ん
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、み
ん

な
と
仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
、相
手
の
気

持
を
考
え
、行
動
し
た
い
で
す
。

石
貫
小
学
校　

石い
し
だ田�

香か
づ
き月

　

私
は
、玉
陵
小
の
６
年
生
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

６
校
か
ら
集
ま
っ
た
同
級
生
と
力

を
合
わ
せ
、玉
陵
小
全
体
を
ま
と
め

た
り
１
年
生
の
お
世
話
に
心
が
け
て
、す
ば
ら
し
い
６
年
生

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。少
し
不
安
で
す
が
、最
上
級
生
と

し
て
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
玉
陵
小
に

集
ま
っ
た
全
員
と
力
を
合
わ
せ
て
、す
ば
ら
し
い
学
校
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
全
部
の
人
の
名
前
を
早

く
覚
え
て
、楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
残
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

小
田
小
学
校

一い
ち
の
せ瀬�

千ち

ほ穂

　

私
が
玉
陵
小

で
や
り
た
い
こ

と
は
、２
つ
あ
り

ま
す
。
１
つ
め
は
、友
達
を
た
く
さ
ん
つ

く
る
こ
と
で
す
。
早
く
友
達
の
名
前
を
覚

え
て
、仲
よ
く
、協
力
し
合
い
な
が
ら
学
校

生
活
を
送
り
た
い
で
す
。２
つ
め
は
、よ
い

学
校
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
玉
陵
小
が
開

校
す
る
と
、私
達
は
最
上
級
生
だ
し
、初
め

て
の
卒
業
生
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
み
ん
な
を
ま
と
め
、努
力
し

合
っ
て
、新
し
い
伝
統
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、玉
陵
小
の
よ
さ
が
多

く
の
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

発
行
日
／
平
成
30
年
５
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
玉
名
市
議
会
だ
よ
り
50
号
」の
印
刷
部
数
は
２
６
０
０
０
部
。

編　

集
／
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会　
　

発　

行
／
玉
名
市
議
会　
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マ
ラ
ソ
ン
の
父
金
栗
四
三
氏
の

名
を
冠
し
た
金
栗
杯
玉
名
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
。
そ
れ
に
加
え
「
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
!!
」
と

市
長
が
表
明
し
た
。
▼
同
時
期
、

日
本
男
子
マ
ラ
ソ
ン
界
に
新
星
設

楽
悠
太
選
手
が
現
れ
た
。
16
年
ぶ

り
に
日
本
記
録
を
更
新
!!
そ
の
因
は
、

「
常
識
を
覆
す
練
習
法
」
に
あ
っ

た
。
じ
っ
く
り
と
走
り
込
み
本
番

試
合
に
臨
む
の
で
は
な
く
、
あ
え

て
本
番
前
３
カ
月
に
５
つ
も
の
公

式
レ
ー
ス
に
出
場
。
真
剣
勝
負
を

重
ね
、
試
合
勘
を
磨
い
た
。「
い

つ
か
勝
つ
」
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、「
今
こ
こ
で
勝
つ
」
と
い

う
真
剣
さ
で
道
を
開
い
た
。
▼
市

政
に
あ
っ
て
も
今
こ
の
真
剣
さ
が

必
要
だ
。
挑
戦
と
勝
利
、
不
撓
不

屈
の
日
々
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

副
委
員
長　

德
村	

登
志
郎

編
集
後
記

４月から玉陵小学校の児童となることについて
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